
～ 平成30年7月豪雨災害に係る災害廃棄物処理の概要 ～

令和２年１月３１日

岡山県環境文化部循環型社会推進課

災害廃棄物対策室

倉敷市真備町内の道路沿道に山積みされた災害廃棄物 二次仮置場に新たに整備した中間処理施設

岡山県環境審議会廃棄物部会



１ 平成30年７月豪雨の状況①

▶ ７月５日(木)から７日(土)にかけての記録的な大雨
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(1) 平成30年７月豪雨の状況（３／３）１ 平成30年７月豪雨の状況②
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２ 被害状況①

▶ 平成３０年７月豪雨災害による人的被害（※令和元年８月23日14時現在）
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２ 被害状況②

▶ 平成３０年豪雨災害による住家被害①（※令和元年７月５日14時現在）
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２ 被害状況③

▶ 平成３０年７月豪雨災害による住家被害②＞ ※令和元年７月５日14時現在
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３ 災害廃棄物発生量

注）推計方法は市町村によって異なる。
注）端数処理によって合計値が合わない場合がある。
注）既に処理が完了している場合、発生推計量＝処

理済量としている。

真備町を有する倉敷市及び直
上流の総社市の２市のみで、
約39万トン（県全体の約
86％）の災害廃棄物が発生

※令和元年５月末日現在

年間ごみ排出量の１.９３倍

年間ごみ排出量の１.２３倍
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(2) 処理方針

１ 処理の対象 平成30年７月豪雨災害により発生した災害廃棄物

２ 処理主体 市町村（廃棄物処理法第４条第１項）
【県の役割】
・被災市町村が行う災害廃棄物の処理に対する技術的援助
・関係機関等との調整
・処理進捗状況の把握
・市町村による処理が困難と認められる場合、地方自治法に基づき、県が
災害廃棄物処理事務を受託し処理を代行

３ 発生推計量 約４４万トン

４ 処理期間 発災後２年間での処理完了

５ 処理方法
▶ 処理に当たっては、円滑かつ迅速に処理することを原則としつつ、平常時と同様に再

使用、再生利用、熱回収、適正処分という順位により処理を行う。
▶ 環境負荷の大きい焼却処分及び最終処分量を可能な限り少なくする。
▶ 県内での処理を基本とし、既存の県内廃棄物処理施設において目標期間内での処理完
了が困難な場合には、県外広域処理や仮設処理施設の設置も検討

４ 災害廃棄物処理方針（平成30年8月21日）
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＜令和元年６月末（発災１年経過）＞

（倉敷市仮置場）
１３箇所 → ３箇所

（総社市仮置場）
のべ１３箇所 → １箇所

（岡山市仮置場）
のべ ５箇所 → １箇所

（令和元年６月末現在）

県内で、のべ５９箇所の仮置

場が設置された。

令和元年９月末閉鎖

(３) 仮置場の設置状況５ 県内の仮置場の設置状況

＜現在＞

（倉敷市仮置場）
１３箇所 → ２箇所

（総社市仮置場）
のべ１３箇所 → 全て閉鎖済

（岡山市仮置場）
のべ ５箇所 → 全て閉鎖済

令和２年１月28日処理完了

令和元年11月末閉鎖
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▶ 廃棄物処理に係る市町村担当課長会議（H30.7.26）
・仮置場の管理、災害廃棄物の処理全般
・災害等廃棄物処理事業等の説明
・東日本大震災の教訓を踏まえて

▶ 公費解体等に係る市町村担当者会議（H30.8.16）
・公費解体制度全般
・アスベスト対策、熊本地震を踏まえた注意点

▶ 産業廃棄物処分業者の紹介・マッチング
（※搬出先自治体、県外業者との調整等を含む。）

▶ ごみ処理施設被災市町村の広域的ごみ処理に係る調整

▶ 仮置場資材（看板・ブルーシート）の提供

▶ 仮置場の管理運営指導（現地での分別指導）

▶ 損壊家屋の解体工事に係る施工単価の例示（H30.8.29）

▶ 災害報告書作成等に係る市町村担当者会議（H30.9.19）

▶ 市町村災害査定報告書作成個別相談（H30.10.5～11.24）

▶ 市町村災害査定（H30.12.17～H31.2.7）

▶ 国補助金申請に係る市町村向け説明会（H31.2.26）

市町村の災害廃棄物処理の支援と広域調整 災害報告書作成等の支援（災害査定支援）

▶ 倉敷市及び総社市から事務受託（H30.8.28）
・H30.08.29 災害廃棄物対策室を設置
・H30.11.02 処理業務委託ＪＶとの契約締結
・H30.12.06  中間処理施設の整備に着手
・H31.02.15 中間処理施設による本格処理開始

単独で処理が困難な市町村への支援（事務受託）

▶ 災害廃棄物処理基本方針決定

▶ 岡山県災害廃棄物処理実行計画策定

そ の 他＜例：矢掛町の災害廃棄物処理の支援＞
町内の仮置場が満杯となり、処分方法や処分先未定で、町東部の

倉敷市内沿岸部に設置した二次仮置場に横持ち

➡ 二次仮置場近くの処分業者で処理実績を重ねつつ、コンテナで
海上輸送できる県外業者に一括搬出（県が全てのスキームづくり）

６ 市町村への主な支援

９



(１) 変 遷

＜事務委託の概要＞

＜事務受託イメージ＞

７ 事務委託（事務受託内容の概要）

（３箇所）

（11箇所）

片付けごみ

片付けごみ

家屋解体廃棄物

いわゆる身近な仮置場

各市が設置 建前上は両市が共同設置、実際は県が調整・手続
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８ 委託共同企業体の概要

岡山県災害廃棄物処理業務共同企業体（ＯＳ－ＪＶ）
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９ 県が管理運営する一次仮置場（位置・配置図）

倉敷市が行う公費解体（費用償還対象と

なる自費解体を含む。）により発生する家

屋解体廃棄物を受け入れる仮置場

真備町
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９ 県が管理運営する一次仮置場（管理運営内容）

① 災害廃棄物の受入
倉敷市内の公費解体（費用償還対象となる自費

解体を含む。）で発生した家屋解体廃棄物の受入れ
▶ 受入時の計量
▶ 受入廃棄物を種類ごとに定めた場所で保管

② 災害廃棄物の搬出
搬入物は、廃棄物の種類ごとに処分先に搬出
▶ 木くずやコン殻など再生利用できるものは、

できる限り再生利用できる処分先を選定
▶ 解体残さや混合廃棄物などの破砕・選別処理
が必要な物は、二次仮置場に搬出

▶ 処分先は、県内施設を優先して選定、県内で
処理できない場合には県外広域処理

▶ 搬出に当たっては、廃棄物の飛散や過積載の
防止、交通法規の遵守を徹底

③主な環境対策の取組
（表参照）

④ 火災対策
・適切な廃棄物の保管（高さ、危険物の除去）
・定期的な温度計測
・早期搬出（長期保管の防止）
・初期消火体制の構築（関係機関との緊急連絡網
の策定、消火器の設置 等）

⑤ 害虫対策
・定期的な薬剤散布（ハエ卵・幼虫対策）
・ボトルトラップの設置（ハエ成虫対策）
・沈砂池や水路への薬剤投与（蚊対策）

＜主な環境対策＞
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１０ 県が管理運営する二次仮置場（位置・配置図）

▶ 倉敷市及び総社市が、各市の一次

仮置場の災害廃棄物を処分するため

の中間処理施設の設置や、中間処理

が必要な災害廃棄物の仮置場として

最終処分場跡地に設置

▶ 事務受託した岡山県が中間処理施

設（破砕・選別処理）を設置

真備町 ▶ 所在地

倉敷市水島川崎通地内

（公財）岡山県環境保全事業団水島処分場内

▶ 敷地面積

約１１ヘクタール

（うち中間処理用地 約３ha）
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１０ 県が管理運営する二次仮置場（位置・配置図）

岡山県環境保全事業団水島処分場
埋立面積：９６ha
埋立容量：１,３００万㎥
現状：埋立終了（未廃止）

埋立面積：２３ha
埋立容量：２４０万㎥
現状：埋立中

災害廃棄物二次仮置場

ＪＦＥスチール西日本製鉄所
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１０ 県が管理運営する二次仮置場（管理運営内容）

① 災害廃棄物の受入
事務委託市の一次仮置場からの混合廃棄物や

一次仮置場（ＦＦ）からの解体残さ等の受入れ
▶ 受入時の計量
▶ 受入廃棄物を種類ごとに定めた場所で保管

② 災害廃棄物の中間処理
・ 破砕・選別処理可能な中間処理施設の整備
・ 搬入物を、処分先の受入基準に適合するよう

適切に中間処理

③ 災害廃棄物の搬出
中間処理後は、種類ごとに処分先に搬出
▶ できる限り再生利用できる処分先を選定
▶ 再生利用できない廃棄物に限り、埋立処分
▶ 処分先は、県内施設を優先して選定、県内で
処理できない場合には県外広域処理

▶ 搬出に当たっては、廃棄物の飛散や過積載の
防止、交通法規の遵守を徹底

④ 主な環境対策の取組
（表参照）

⑤ 火災対策
▶ 適切な廃棄物の保管（高さ、ガス抜管の設置等）
▶ 温度計測（定期計測、センサー自動計測 等）
▶ 高温箇所への的確かつ迅速な対処
（放熱促進、原因物質の除去、重点監視 等）

▶ 初期消火体制の構築（関係機関との緊急連絡網
の策定、防火水槽・消防ポンプの整備 等）

⑥ 害虫対策
・定期的な薬剤散布（ハエ卵・幼虫対策）
・ボトルトラップの設置（ハエ成虫対策）
・沈砂池等への定期的な薬剤投与（蚊対策）

＜主な環境対策＞
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１０ 県が管理運営する二次仮置場（処理状況） ※中間処理施設稼働前（H31.1.22）
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１０ 県が管理運営する二次仮置場（処理状況） ※R1.12.29時点
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１０ 県が管理運営する二次仮置場（中間処理施設）
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１０ 県が管理運営する二次仮置場（中間処理施設）

基本処理フロー（中間処理開始時）
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１０ 県が管理運営する二次仮置場（マテリアルバランス）

二次仮置場（混合廃棄物）におけるマテリアルバランス－2019.12末時点－
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１１ 災害廃棄物処理進捗状況
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